
土木建築委員会会議記録 

 

土木建築委員長  清田 哲也   

 

１ 日 時 

   令和４年６月２３日（木） 午後１時５９分から 

                午後２時５０分まで 

 

２ 場 所 

   第１委員会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

清田哲也、木付親次、嶋幸一、成迫健児、浦野英樹、吉村哲彦、小川克己 

 

４ 欠席した委員の氏名 

   な し 

 

５ 出席した委員外議員の氏名 

   阿部長夫 

 

６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

土木建築部長 島津惠造 ほか関係者 
 

７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 

 

８ 会議の概要及び結果 

（１）第６５号議案については、可決すべきものと、第２号報告のうち本委員会関係部分につ

いては、承認すべきものといずれも全会一致をもって決定した。 

（２）県内所管事務調査のまとめとして、執行部から報告を受けた。 

（３）令和３年度予算の繰越について、指定管理者の更新について及び「豊ちゃく２０２２」

について、執行部から報告を受けた。 
（４）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。 
（５）県外所管事務調査の実施について協議し、１０月３日から７日のうち、２泊３日の日程 

で実施することを決定した。 
 

９ その他必要な事項 

   な し 

 

１０ 担当書記  

   議事課委員会班    主任  松井みなみ 

   政策調査課政策法務班 副主幹  志村直哉 

 

 

 

 



土木建築委員会次第 
 

日時：令和４年６月２３日（木）１４：００～ 
場所：第１委員会室            

 
１ 開  会 
 
 
２ 土木建築部関係                    １４：００～１５：００ 

（１）付託案件の審査 

      第 ６５号議案 大分都市計画事業大分臨海工業地帯大在土地区画整理事業に関する条

例の廃止について 
      第  ２号報告 令和３年度大分県一般会計補正予算（第１４号）について 
           （本委員会関係部分） 

（２）県内所管事務調査のまとめ 

   ①土木建築部のＤＸの取組について 

（３）諸般の報告 

   ①令和３年度予算の繰越について 

   ②指定管理者の更新について 

   ③「豊ちゃく２０２２」について 

（４）その他 

 

 

３ 協議事項                       １５：００～１５：１０ 

（１）閉会中の継続調査について 

（２）県外所管事務調査について 

（３）その他 

 

 

４ 閉  会 
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別 紙 

会議の概要及び結果 

清田委員長 ただいまから、土木建築委員会を

開きます。 

 また、本日は委員外議員として阿部長夫議員

に出席いただいています。 

委員外議員の方が発言を希望する場合は、委

員の質疑の終了後に挙手し、私から指名を受け

た後、長時間にわたらないよう要点を簡潔に御

発言願います。 

 まず、審査にさき立ち、執行部から発言をし

たい旨の申出があったのでこれを許します。 

島津土木建築部長 清田委員長をはじめ、土木

建築委員の皆様におかれては、平素から土木建

築行政の推進に向け、懇切丁寧な御指導をいた

だき、改めて深く御礼申し上げます。 

このたび、５月１０日から６月３日までの間、

延べ６日間にわたり土木建築部の所管事務及び

重点事業について調査いただきました。現地で

御指導、御助言いただいた点においては、今後

の土木建築行政にいかしたいと考えています。

誠にありがとうございました。 

さて、今年も６月１１日梅雨を迎えたところ

ですが、災害時に迅速に対応できるよう、具体

的な情報伝達方法の確認や危険箇所の把握など、

日頃からの準備が大切です。県では、水防月間

である５月において、市町村など関係機関と連

携した洪水対応演習や初常任でも御案内した大

分川・大野川総合水防演習を実施しました。清

田委員長はじめ、多くの委員並びに議員の皆様

にはお忙しい中、御出席いただきありがとうご

ざいました。また、５月から６月にかけて各市

町村が実施する、防災パトロールと連携し、危

険箇所の点検も行いました。 

 今後も気を緩めることなく、土木建築部一丸

となって、防災減災に取り組んでいきます。 

今回、土木建築部からは、大分都市計画事業

大分臨海工業地帯大在土地区画整理事業に関す

る条例の廃止議案、令和３年度一般会計補正予

算（第１４号）最終専決に関する報告として、

１件の議案及び１件の報告を上程しています。 

これに加え、県内所管事務調査のまとめとして、

多く質問があった土木建築部のＤＸの取組につ

いての御説明や令和３年度予算の繰越など計３

件を御報告します。 

何とぞ慎重御審議の上、御賛同いただくよう

お願い申し上げます。 

清田委員長 それでは審査に入ります。 

 本日審査いただく案件は、今回付託を受けま

した議案２件です。 

 この際、案件全部を一括議題とし、これより

審査に入ります。 

 まず、第６５号議案大分都市計画事業大分臨

海工業地帯大在土地区画整理事業に関する条例

の廃止について、執行部の説明を求めます。 

樋口都市・まちづくり推進課長 第６５号議案

大分都市計画事業大分臨海工業地帯大在土地区

画整理事業に関する条例の廃止について、御説

明します。 

委員会資料の２ページを御覧ください。 

この条例は１条例の概要にあるとおり、大分

臨海工業地帯造成に伴う背後地を整備するため、

土地区画整理法の規定に基づき、県が施行する

大分都市計画事業大分臨海工業地帯大在土地区

画整理事業について、費用の負担や清算等、必

要な事項を定めたものです。 

次に、２議案の概要ですが、土地区画整理法

に規定する施行規程となる本条例について、事

業の終了に伴い条例を廃止するものです。 

また、３事業の概要ですが、本事業は施行者

は大分県、上から四つ目の白マルの施行期間は

昭和４９年度から平成９年度まで、その下の施

行面積は約４６８万平方メートル、総事業費は

約５００億円の土地区画整理事業です。 

施行範囲については、資料真ん中の地図の赤

枠で示すとおり、西は大野川右岸の青崎、須賀、

志村から、東は坂ノ市駅を越えて、久原北まで

の範囲となります。 

左の、上から七つ目の白マルの換地処分公告

を平成１０年３月に行った後、清算業務を開始
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し、令和４年３月をもって終了したものです。 

４施行日は、公布の日としています。なお、

右の５土地区画整理事業の主な流れ、６参考法

令については、参考として示しているものです。 

清田委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から質

疑、御意見等はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 委員外議員の方は、御質疑はあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 別に御質疑等もないので、これよ

り採決いたします。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

清田委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第２号報告令和３年度大分県一般会計

補正予算（第１４号）についてのうち、本委員

会関係部分について、執行部の説明を求めます。 

石掛土木建築企画課長 第２号報告令和３年度

大分県一般会計補正予算（第１４号）について

のうち、土木建築部関係について御説明します。 

資料の３ページを御覧ください。 

１補正予算額を御覧ください。今回の補正予

算額は一般会計の太枠内にあるとおり、土木建

築部では災害復旧費で１１億５，２２７万６千

円の減額となっています。これにより、一般会

計の計欄、補正後現計額（Ａ）にあるとおり、

補正後の土木建築部の一般会計、歳出予算総額

は１，０７０億５，６７３万６千円となります。 

続いて、その下の２補正の概要で内容を御説

明します。まず、１の土木関係災害時緊急対応

事業について１１億５，２２７万６千円の減額

となっています。 

この事業は、台風や豪雨災害等の大規模災害

時に機動的に対応するため、土木施設の復旧に

要する経費をあらかじめ確保しておくものです。

昨年度は、主に８月豪雨に係る経費として、道

路の土砂等の除去、被災河川の河床掘削、砂防

施設の復旧などで執行しました。このたび、事

業費が確定したため、不用額を減額しています。

この減額により生じた財源は、県有施設整備等

基金への積立てなどに充てられます。 

次に、２（単）道路改良事業について、予算

額の増減はありませんが、県債発行額を抑制す

るため、地方交付税措置のない地方道路等整備

事業債から、一般財源へ財源の更正を行うもの

です。 

清田委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から質

疑、御意見等はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 委員外議員の方は、御質疑はあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 別に御質疑等もないので、これよ

り採決いたします。 

 本報告のうち、本委員会関係部分については、

承認すべきものと決することに御異議ありませ

んか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

清田委員長 御異議がないので、本報告のうち

本委員会関係部分については承認すべきものと

決定しました。 

 次に、去る５月１０日から６月３日にかけて

実施した県内所管事務調査のまとめに入ります。 

県内所管事務調査では、遠隔臨場やＩＣＴ機

器の活用等について多くの質疑があったので、

土木建築部のＤＸの取組について執行部に説明

をお願いします。 

五ノ谷建設政策課長 土木建築部のＤＸの取組

について御報告します。 

資料の４ページを御覧ください。 

左上を御覧ください。県では昨年度、知事を

本部長とする大分県ＤＸ推進本部を設置し、あ

らゆる分野でＤＸを推進しています。土木建築

部においても、以前から建設現場におけるＩＣ

Ｔ活用を進めてきましたが、建設分野のＤＸを

組織的に推進するため、技術審議監を会長とす

る土木未来（ときめき）ＤＸ検討会議、個別に

実務的な検討作業を行う企画調整監を座長とし

た作業部会を設置し、これからの建設現場の有
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り様を変革できるデジタル技術の活用に取り組

んでいます。特に、土木未来創造ＷＧ（ワーキ

ンググループ）では、自ら手を挙げた部内の若

手１１名がＤＸに関する新たな施策の創造や提

案も行っています。 

右上を御覧ください。現在の具体的な取組事

例を御説明します。まず、ＡＩによる交通量調

査ですが、道路の路肩にカメラを設置し、撮影

画像をＡＩで判別し交通量を計測する取組です。

その他にも、その右隣の建設現場におけるＩＣ

Ｔ化をはじめ、その左斜め下のドローンによる

施設点検や紙ベースの管理からＷＥＢでのオー

プンデータ化を目指す、開発許可の見える化な

ど様々な取組を進めています。 

こうした中、県内所管事務調査において、建

設現場のＤＸに関する御質問を多数いただいた

ことを踏まえ、令和４年度から新規に立ち上げ

た建設産業ＤＸ推進事業について御説明します。 

県では、平成２９年度からＩＣＴ施工を導入

していますが、令和３年度の実績は２４件とま

だ十分に活用されていません。建設現場でのＩ

ＣＴ施工が進まない理由を業界に伺ったところ、

ＩＣＴ施工を実施する技術者が不足しているこ

とや、ＩＣＴ建設機械の費用負担が大きいとの

意見をいただきました。  

そこで、中段より下の部分を御覧ください。

事業の内容ですが、大きく二つの支援事業で構

成しています。一つは建設機械のＩＣＴ化支援

です。①に記載しているように、人材育成を支

援するためのセミナーや体験会を開催し、３次

元データを活用するための測量や設計図作成、

ＩＣＴ建設機械の操作体験を行うことにより、

ＩＣＴ活用による生産性向上の効果を実感して

もらうこととしています。加えて、②に記載し

ているように、建設機械のＩＣＴ化に必要とな

る経費を補助することとしています。予算額は

２千万円で、補助率２分の１、上限１００万円

として、２０者への補助を想定しています。 

こうした支援を通じて、建設現場におけるＩ

ＣＴ活用に向けた最初の一歩を踏み出すための

後押しをしていきます。 

二つ目は、遠隔臨場の活用支援です。土木建

築部では、現場主義を第一に考えており、現場

に足を運び、自らの目でつぶさに状況を把握す

る姿勢を徹底していますが、建設現場の生産性

向上を推進する上で、遠隔地での立会いを効率

的に進めることも重要であり、昨年度からタブ

レット端末等を活用し、簡易な計測などをリモ

ートで確認する遠隔臨場を導入しています。 

昨年度は、全事務所で２９６回の活用実績が

あり、例えば、朝一番の立会いを遠隔臨場で行

うことにより待ち時間が短縮され、現場作業が

効率的に進められた等、その効果を実感する声

が多くありました。 

そこで、タブレット端末を３３セット追加し、

土木事務所の各班に１セットずつ配備すること

で遠隔臨場の活用を促進し、受発注者双方の効

率化を図っていくものです。 

こうしたデジタル技術を活用する取組を通じ

て県民の安心・安全な暮らしや利便性の向上に

資する各事業の着実な推進に努めていきます。 

清田委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から質

疑、御意見等はありませんか。 

木付副委員長 遠隔臨場は、この間、玖珠土木

の県内所管事務調査で実際見ました。取上げと

か、埋め戻し箇所の出来形とかを見せてもらっ

て、業者にとっては、本当に朝一、職員が来る

までに仕事ができるので大変いいのではないか

と思っています。 

 それで、各支所長も遠隔臨場、若手は頼らず

に、しっかりと現場の体験をさせるという話を

いただいたのでもう安心しています。 

 先日、国東土木と建設業協会の国東支部との

意見交換会に私も立ち会ったんですが、その中

でＩＣＴの建機ですかね。これも後付けは１０

０万円の補助が出るけど、１者だけＩＣＴの本

体――機械を買おうかという話もあったので、

そういうときの補助、ここら辺がどうなるか。

金額が何千万円の世界だから、２分の１といっ

たらまた何千万円の世界になるので、その辺は

どういう考えがあるのか、お聞かせください。 

五ノ谷建設政策課長 今御説明した建設機械の

ＩＣＴ化の補助ですが、今２０者の想定で募集
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は今月末までです。ほとんどが後付けのマシン

ガイダンスと呼ばれる建設機械のＩＣＴ化の補

助で応募があります。 

 さきほど木付副委員長からもお話がありまし

たが、国東の方から新規のマシンコントロール

と言われる、最初からＩＣＴ化されている自動

制御される重機を新規購入で申請いただいてい

ます。 

 現時点ではこの補助率は２分の１とはなって

いますが、上限１００万円です。何せＩＣＴ化

された新規の重機が２千万円、３千万円という

世界の非常に高価な機械なので、なかなかその

分の補助をあげられるかというと、ちょっとそ

こは今後検討しなければいけないと考えていま

す。 

清田委員長 ほかに御質疑はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 委員外議員の方は、御質疑はあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 ほかに御質疑等もないので、以上

で県内所管事務調査のまとめを終わります。 

 次に、執行部より、報告をしたい旨の申出が

ありましたのでこれを許します。 

 まず①の報告をお願いします。 

石掛土木建築企画課長 令和３年度予算の繰越

について御報告します。 

資料の５ページを御覧ください。 

令和３年度から４年度への繰越しに係る限度

額を、令和３年第３回及び第４回定例会並びに

令和４年第１回定例会で、御承認いただきまし

た。 

その限度額については、一般会計と特別会計

を合わせて、表の右下、太枠で囲んでいる合計

欄にあるとおり６４０億３，４７４万６千円と

なっており、前年度に比べ約２３０億円の減と

なっています。 

これは、大きな災害が発生しなかったことな

どにより、令和３年度の最終予算が２年度に比

べ、約３５３億円の大幅な減額となったことが

大きな要因です。 

その確定額については、その下にあるとおり

５１４億６，９６７万円です。限度額に占める

確定額の割合は８０．４％となっています。 

これは、繰越しの早期承認をいただき、工事

着手時期を前倒しできたことなどにより、事業

進捗が図られたためです。また、事故繰越しに

ついては、最下段の右側にあるとおり５８億８，

００６万８千円となっています。 

主には、令和２年７月豪雨による災害復旧に

関連する事業等において、コロナの影響などに

より資材や作業員の確保に不測の日数を要し工

事が遅延したなど、やむを得ない事由により、

事故繰越しとなったものです。 

今後も引き続き、施工時期の平準化を図りな

がら、鋭意、事業執行に努めていきます。 

清田委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から質

疑、御意見等はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 委員外議員の方は、御質疑はあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 別に御質疑等もないので、次に②

の報告をお願いします。 

石掛土木建築企画課長 土木建築部関係の指定

管理者の更新２件について御報告します。 

資料の６ページを御覧ください。 

今回、更新対象となるのは、上段１の表に記

載しているとおり、大分県リバーパーク犬飼と

大洲総合運動公園です。 

施設概要にあるように、大分県リバーパーク

犬飼は、多目的グラウンド２面とカヌー艇庫が

主な施設で、豊後大野市が所管するキャンプ場

等と一括して、現在はＧｏａｐ（ゴーアップ）

株式会社が指定管理者となっています。また、

大洲総合運動公園は硬式野球場、テニスコート

などが主な施設で、大分市が所管する総合体育

館、教育庁体育保健課が所管するフェンシング

場と一括して、ファビルス・プランニング大分

共同事業体が指定管理者となっています。 

次に、２の指定期間・選定方法についてです

が、両施設ともに令和５年４月から令和１０年

３月までの５年間を公募により選定することと
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しています。 

続いて、次のページを御覧ください。 

３の目標指標についてですが、両施設とも利

用者数を目標指標とし、大分県リバーパーク犬

飼については、多目的グラウンドの利用人数と

して、芝の適正管理の導入を踏まえて算定を行

った前回と同様の年間９，６００人としていま

す。さらに、施設の強みをいかし利用者層の拡

大を図るため、カヌー艇庫の利用者数、利用者

満足度、豊後大野市施設との複合的利用件数を

新たな目標指標として追加しています。 

大洲総合運動公園については、過去の実績を

基に算定を行った前回の目標指標と同様の年間

利用者数１８万８千人を目標指標としています。

また、障がいの有無に関係なく幅広い世代の利

用を促進するため、テニスコート利用者数を新

たな目標値に加えています。さらに、公園全体

の利用者増加に寄与する硬式野球場での入場料

徴収イベント日数を新規の目標指標として追加

しています。 

次に、今後のスケジュールについて御説明し

ます。８ページを御覧ください。 

まず、大分県リバーパーク犬飼、大洲総合運

動公園の両施設について、７月中旬に豊後大野

市、大分市とそれぞれ共同で募集を開始し、９

月中旬までの約２か月間募集を行う予定です。 

最後に、右から二つ目の二重線の枠にあると

おり、令和４年第３回定例会で債務負担行為予

算議案を御審議いただき、その後、第４回定例

会で指定管理者の指定議案について御審議いた

だく予定としているので、よろしくお願いしま

す。 

清田委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から質

疑、御意見等はありませんか。 

木付副委員長 ７ページのリバーパーク犬飼の

利用者満足度はどのように測定するんですか。 

成瀬河川課長 こちらの利用者満足度は、利用

者に対してアンケートをしています。ＱＲコー

ドを使って、すぐさまアンケートに答えていた

だける体制を取っています。こちらの目標設定

では、利用者の満足度の数値を毎年３％ずつア

ップしていって、１０年後、令和１３年度に８

８％ぐらいまで、約９割まで持っていきたいと

考えています。 

木付副委員長 具体的にどういう批評がありま

したか。 

成瀬河川課長 具体的な内容は、大分県の施設

は、さきほど説明したように多目的グラウンド

とカヌー艇庫、トイレ、更衣室、シャワーなど

のところなので、グラウンドの状態や予約の取

りやすさ、そういうものについての問いを設け

ていて、それに答えていただきます。あとは自

由意見です。 

 最後、この施設をまた利用したいですかとい

うところで、最終的な満足度はそこで判断をし

ているのが現状です。 

嶋委員 前回の選定も公募になっていますが、

前回の応募状況をお知らせください。 

清田委員長 ２件ともということですね。では、

リバーパークからいきましょうか。 

成瀬河川課長 リバーパークについては、以前

は豊後大野市が管理しており、３年前は、豊後

大野市と共同で公募をかけました。そのときに

２者応募があって、その中で今現在、指定管理

をさせていただいているＧｏａｐ株式会社に決

定という状況です。 

藤内公園・生活排水課長 大洲総合運動公園で

すが、前回も今回と同様、ファビルス・プラン

ニング大分共同事業体１者でした。 

嶋委員 原則として、公募をするなら複数の応

募事業者がいて、選定委員会がしっかり選定を

するのが指定管理者制度の意義だと思いますが、

応募が１者しかないのは問題だと思うので、今

回の公募にあたっては複数の事業者が応募でき

るように工夫をしていかなくてはいけないと思

います。 

前回の選定と比べて何か工夫した点はあるん

でしょうか。１者しか応募しないなら、公募し

ないで任意指定にしたらどうですか。 

石掛土木建築企画課長 直接的な回答ではない

かもしれないですが、運用のガイドラインを行

政企画課が作っており、この中で原則公募とな

っています。任意にできる場合は、公募したけ
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れども、応募がなかったとか、途中で指定管理

していた人がやめて、急遽見付けないといけな

いとか、そういった場合に限られていて、実際、

応募数がどれぐらい来るのか分からないですが、

公募が原則ということで、まずは公募するのが

ガイドライン上の取扱いとなっています。 

嶋委員 指定管理者制度が導入されて長いです

が、民間の知恵を活用してサービスを向上させ

るのが指定管理者制度の意義ですから、１者し

か応募がないのは問題だという意識を持って、

複数の事業者が手を挙げられるようにぜひ工夫

してください。 

島津土木建築部長 今の嶋委員の御指摘を踏ま

え、しっかり検討していきたいと思います。 

 大洲総合運動公園の場合、硬式野球場、これ

は県が管理する唯一の硬式野球場ということで、

高校野球の聖地にもなっています。そこのグラ

ウンドの維持管理については非常に経験を要す

る難しいところが実際あり、熟練した技術を有

するところでやっていただいていることが一つ

大きなポイントになるかと思っています。 

 これは大洲だけでなく、大分スポーツ公園の

グラウンド、ドームの芝についても同じ状況で

すが、今御指摘いただいたとおり、そうした状

況にあっても、競争性が保たれるかは今後研究

していきたいと思います。どうもありがとうご

ざいました。 

嶋委員 丁寧な御答弁ありがとうございました。 

吉村委員 同じくリバーパーク犬飼のカヌー艇

庫の利用者数は１，４００人が目標になってい

ますが、これは去年までの利用者数はあります

か。 

成瀬河川課長 今御質問いただいたカヌー艇庫

の利用者数は、平成３０年度から数字がありま

す。平成３０年度が１，１８７人、令和元年度

が１，１２３人、令和２年度が１，７１９人、

令和３年度が１，６８０人です。 

吉村委員 ありがとうございます。 

 このカヌー、一般の人が入り込めるかという

と、ちょっと入り込みにくい種目なのかなとい

うイメージがありますが、そこに関してはカヌ

ーの県の協会と何かしら話とかしながら拡大し

ていきたい、この目標を達成したいというニュ

アンスですね。 

成瀬河川課長 おっしゃるように、カヌーは一

般の方の利用を妨げるものではないですが、実

際問題、利用者は車にカヌーを荷台で牽引して

持ってくる形が多いので、そこら辺が一般の方

も利用できるようなカヌー艇庫の在り方、改装

とかも必要かなとは思います。 

 平成３０年が大体１，２００人ぐらいだった

ものが、令和２年、３年ではちょっと増えてい

ます。 

カヌー艇庫はカヌーを保管している倉庫があ

りますが、指定管理者と相談して、そちらの部

分を２４時間暗証番号をお知らせすることで利

用できるようにしたので、ここで利用者数が上

がっているのかなと。ですから、今実際に番号

等を受付とかホームページとか、予約された方

がすれば自分でできるようになっているので、

そこら辺の宣伝も含めて利用者数を伸ばしてい

けたらなと考えています。 

吉村委員 ありがとうございます。 

清田委員長 ほかに御質疑はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 委員外議員の方は、御質疑はあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 ほかに御質疑等もないので、次に

③の報告をお願いします。 

竹島道路建設課長 豊（とよ）ちゃく２０２２

について御報告します。 

資料の９ページを御覧ください。 

豊ちゃくは、向こう５年間の道路の開通目標

を公表することにより、職員の事業進捗管理意

識の徹底及び県民への説明責任向上などを目的

に平成１６年度から実施している取組です。 

まず、左表の“豊ちゃく２０２１”の達成状

況を御覧ください。 

令和３年度は、３９区間９．３キロメートル

の開通目標を掲げて、整備に取り組みました。  

その結果、大分市の国道１９７号昭和通り工

区の歩道改修２８０メートル、別府市の国道５

００号明礬工区の歩道設置１７６メートル、豊



- 7 - 

後大野市の三重新殿線秋葉内田工区のバイパス

整備１，３１０メートルや佐伯市の古江丸市尾

線葛原－丸市尾工区のバイパス整備８６０メー

トルなど、４２区間１０．９キロメートルの開

通になりました。 

続いて右表の“豊ちゃく２０２２”の開通目

標を御覧ください。令和８年度までの５年間に

１０４区間３４．１キロメートルの開通を目標

として、県民の皆さんに事業スケジュールや期

待される効果をお示ししたいと考えています。 

特に令和４年度は、国道４４２号久住拡幅Ⅱ

工区の現道拡幅や一般県道佐田山香線立石工区

のバイパス整備など、４１区間１０．３キロメ

ートルの開通に向け、工事を進めていきます。 

今後も、事業進捗管理の徹底を図り、豊ちゃ

くに基づく開通目標の実現に努めていきます。 

清田委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から質

疑、御意見等はありませんか。 

〔資料要求をする者あり〕 

清田委員長 さきほど口頭で御説明いただきま

したが、その御説明いただいたところの路線の

内訳資料が欲しいという意見が今出ましたが、

また後ほどでも構いませんが、いかがでしょう

か。 

竹島道路建設課長 ちょっと手元に用意してい

ないので、用意して後ほどお持ちします。 

清田委員長 お願いします。 

浦野委員 今の内訳とも関連してきますが、例

えば、一般の県民がこれを見ようと思ったら、

ホームページ等で見られるようになっているで

しょうか。 

竹島道路建設課長 ホームページで閲覧できま

す。ホームページに区間ごとの具体的な、どの

区間の何キロメートルということと、あと整備

効果、現道拡幅されて線形の幅員狭小区間が解

消されますとか、そういった効果も含めて、写

真や図面、そういったものを付けて事業ごとに

公表しています。 

清田委員長 ほかに御質疑はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 委員外議員の方は、御質疑はあり

ませんか。 

阿部（長）委員外議員 直接関係ありませんが、

佐田山香線立石工区についてです。鴛海議員の

一般質問に対して、今年度中の開通と部長が答

弁されたと思いますが、県道佐田山香線は旧杵

築の立石地区の中を走っていますよね。バイパ

スになることによって、旧県道はどうなるのか

な。 

竹島道路建設課長 これまでも旧県道について

は、基本的に地元の市町村で管理していただく

のが通例で、お願いしています。 

阿部（長）委員外議員 地元が心配しているの

は、今、県道でだいぶ傷んでいるところがある。

そのまま市に移管されるのかを心配しているの

で、そこら辺をちょっと。 

中村道路保全課長 バイパスを整備した後の道

路の移管についてですが、市町村に移管する際

には現地で立会いをし、老朽化した箇所を特定

し、補修した上で市町村に引き渡すことにして

います。 

阿部（長）委員外議員 分かりました。よろし

くお願いします。 

清田委員長 ほかに御質疑等もないので、以上

で諸般の報告を終わります。 

この際、ほかに何かありませんか。 

小川委員 毎回、部長には申し訳ないですが、

先般来からまた飯田高原中村線が、雨が降った

わけでもないのに昨年度同様陥没と言うか、調

査をしたら十数メートルにわたっての空洞がま

た発見されたので、そこら辺の状況と抜本的な

対策を把握している範囲でお知らせいただきた

い。 

中村道路保全課長 飯田高原中村線ですが、今

御指摘のあった空洞が発生しているところです

かね。あれは今、応急対策でコンクリートを詰

めて、まずは対策を行っている状況です。 

 実は委員御指摘のとおり、飯田高原中村線は

全部で今４か所片側通行止めをしています。そ

のうち１か所は昨日開通して、残りの１か所は

８月末に全線開通する予定です。あとの２か所

も相続の関係で所有者不明で土地の手続を今や

っており、それができ次第、工事に入っていく
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ので、残りの２か所も一応年度末までに完成さ

せていこうと思っています。 

小川委員 毎回毎回で申し訳ない気持ちでいっ

ぱいですが、恐らく河川の横を走っていて、反

対側は急傾斜地で、今後もそういう状況が考え

られる気がします。さきほど抜本的な対策をと

言いましたが、例の竹田の玉来ダムが今年度秋

に完成と聞いているので、あれが本当に防災減

災の一つの全国的なモデルになるのではないか

と思って私どもも期待をしています。今後、あ

れをモデルにしながら、いい意味での前向きな

対策として防災減災目的の治水ダムの検討を始

めていただければと思っていますが、そこらに

ついてはどうでしょうか。 

島津土木建築部長 飯田高原中村線、隣接する

部分の河川をいかしたダムの建設という御提案

です。今議会でも知事から流域治水の関係で御

答弁申しましたとおり、流す対策とあわせて、

ためる、あるいはしみ込ませる対策というのは

非常に重要な施策で、流域全体を俯瞰しながら、

そこを皆さんで、できることをそれぞれの立場

でやっていくことがとても大切だと思っていま

す。 

 一方で、ダムを建設すると、上流域の地域の

方に大きな負荷をかけることになります。移転

も含めて負荷が生じるので、ある意味、中長期

的な観点から慎重な議論が必要だとも思ってい

ます。 

 あわせて、当該地には猪牟田ダムを以前検討

した経過があるので、その経過も踏まえた今後

の議論が必要だろうと思っています。 

 さきほど申し上げたとおり、道路の整備とダ

ムはどうあるべきかについては同じような議論

なのか、また別々に議論すべきなのかも含め、

皆さんと一緒にこれから議論していくことにな

るのではないかなと思っています。 

 いずれにしても、我々は流域治水やこの激甚

化する災害の中でどのように取り組んでいくか、

立ち止まることなく、しっかり考えていきたい

と思っています。 

小川委員 よろしくお願いしておきます。 

清田委員長 ほかに御質疑はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 県内調査の際は受入れ大変ありが

とうございました。各土木事務所長によろしく

お伝えください。 

ほかにないので、これをもって、土木建築部

関係を終わります。 

執行部は御苦労様でした。 

 

  〔土木建築部、委員外議員退室〕 

 

清田委員長 これより、内部協議を行います。 

まず、閉会中の所管事務調査について、お諮り

いたします。継続調査申出書を御覧ください。 

各事項について閉会中、継続調査をいたした

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

清田委員長 御異議がないので、所定の手続を

取ることにいたします。 

次に、定例外調査についてです。 

初常任委員会時に、県外所管事務調査の有無

については、第２回定例会で改めて協議するこ

ととしていました。新型コロナウイルス感染症

は少し落ち着いてきてはいますが、完全に治ま

ったわけではありませんので、県外にこだわら

ず、定例外の県内調査という選択肢もあります。

また、過去の対応を踏まえ、参考人招致による

聞き取りなどの方がより効率よく関係者の話を

聞くこともできます。そこで、いろんな選択肢

がある中で、定例外調査の対応について協議し

たいと思いますがいかがでしょうか。 

  〔協議〕 

清田委員長 それでは、そのようにいたします。 

この際、ほかに何かありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

清田委員長 別にないので、これをもって委員

会を終わります。 

お疲れ様でした。 


